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進
む
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
現
在
市
で
は
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
　
　
一

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
各
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
歴
史
に
薫
る
宇
治
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
総
合
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
の
建
設
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平安文化の情報を発信ル．ゝＡ ･ ∴ ． ． ' ４
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市
で
は
平
成
三
年
か
ら
紫
式

部
文
学
賞
、
市
民
文
化
賞
を
創

設
し
た
り
、
源
氏
物
語
散
策
の

道
を
整
備
し
た
り
す
る
な
ど

「
源
氏
物
語
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
核
と
な
る

の
が
、
現
在
建
設
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
、
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
で
す
。

　
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
宇
治

ｙ
Ｊ
一
＾
・
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上
神
社
や
京
阪
宇
治
駅
に
程
近

い
宇
治
東
内
に
建
設
。
敷
地
面

積
は
約
六
千
三
百
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
丸
み
を
持
っ
た
屋
根
や

▲豊かな自然に囲まれた総合野外活動センター建設予定地(左

　手、山際)。右は笠取小学校

全
体
を
囲
む
回
廊
な
ど
源
氏
物

語
が
書
か
れ
た
平
安
時
代
の
寝

殿
造
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観

が
特
徴
で
す
。

▲源氏物語ミュージアム
　完成予想図

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む

＝
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
＝

　
一
方
、
市
民
が
自
然
の
中
で

余
暇
を
過
ご
せ
る
総
合
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設

計
画
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
宇
治
の
山

間
部
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
、
自
然
の
中
で
の
交

流
」
を
通
じ
て
快
適
に
余
暇
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

　
建
物
の
中
に
は
、
模
型
や
複

製
資
料
、
映
像
な
ど
を
利
用
し

て
源
氏
物
語
を
紹
介
す
る
常
設

展
示
室
の
ほ
か
、
源
氏
物
語
の

写
本
や
美
術
工
芸
品
な
ど
を
紹

介
す
る
企
画
展
示
室
を
設
け
ま

す
。
　
ま
た
、
市
民
が
日
ご
ろ
か
ら

調
査
研
究
な
ど
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
図
書
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

山
間
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め

に
平
成
六
年
か
ら
計
画
し
て
き

た
も
の
。
宇
治
の
北
東
部
、
緑

豊
か
な
笠
取
地
域
に
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
に
、
研
修
室
、
天
体
観
測

室
、
食
堂
、
浴
場
な
ど
の
あ
る

管
理
棟
の
ほ
か
宿
泊
棟
、
屋
内

運
動
場
、
工
作
棟
、
多
目
的
広

１
を
備
え
た
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
源
氏
物
語
や
平
安
文
化
に

つ
い
て
の
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で

源
氏
物
語
に
親
し
め
る
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
初
め
て
源
氏
物
語
に

接
す
る
人
か
ら
愛
好
者
ま
で
す

べ
て
の
人
が
楽
し
め
る
施
設
と

し
ま
す
。

　
更
に
は
、
宇
治
十
帖
の
古
跡

な
ど
の
名
所
・
旧
跡
を
た
ど
る

４
周
辺
に
は
世
界
遺
産
の
「
宇
治
上
神
社
」
と
　
散
策
の
拠
点

　
「
平
等
院
」
、
源
氏
物
語
の
古
跡
な
ど
が
点
在
　
と
な
る
ぶ
つ
、

屋
外
ト
イ
レ

や
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
も
設
け

ま
す
。
今
年

秋
に
は
建
築

工
事
に
着
エ

し
、
平
成
十

年
度
中
に
開

館
の
予
定
で

す
。
問
い
合

わ
せ
は
源
氏

物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
準
備

室
（
a
2
0
・

4
8
1
9
）

場
な
ど
を
備
え
、
日
帰
り
は
も

と
よ
り
、
二
百
人
規
模
の
宿
泊

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
更
に
、
身
障
者
用

の
ト
イ
レ
や
浴
室
を
設
け
、
市

民
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
百
五
十
人
分
の
テ
ン

ト
サ
イ
ト
、
屋
外
炊
飯
場
、
屋

外
食
事
場
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

監
査
委
員
・
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
を
選
任

　
宇
治
市
議
会
は
六
月
二
十

六
日
、
六
月
定
例
会
で
、
監

査
委
員
に
鬼
界
安
一
さ
ん
、

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
清
原
成
行
さ
ん
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

ア
ー
場
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
施
設

も
完
備
。
そ
の
ほ
か
、
子
供
た

ち
が
遊
べ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
、
自
然
あ
ふ
れ
る
散

策
路
な
ど
、
家
族
や
サ
ト
ク
ル
、

友
だ
ち
同
士
な
ど
で
気
軽
に
利

用
で
き
、
市
街
地
で
生
活
す
る

市
民
に
と
っ
て
宇
治
の
自
然
を

満
喫
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
平
成
十
一
年
の
セ
ン

タ
ー
開
設
に
向
け
、
市
街
地
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
・
市
道
滝

ケ
谷
森
線
の
整
備
や
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
総
合
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
昔
内
線

ｎ
乙
６
３
１
）
へ
○

▲キャンプ場完成予想図。ほかにも散策路や駐車場な｀とを完備します

た
。

　
任
期
は
、
鬼
界
委
員
が
平

成
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら

十
二
年
六
月
二
十
七
日
ま
で
、

清
原
委
員
は
平
成
八
年
八
月

二
十
一
日
か
ら
十
一
年
八
月

二
十
日
ま
で
で
す
。

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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敬
老
会
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
敬

老
の
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
九
月
十
五
日
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
は
が
き

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
　
９
月
1
5
日
脚
、
午
前

（
1
0
時
～
正
午
）
と
午
後
（
２
時

半
～
４
時
半
）
の
各
１
回
実
施

ト
多
彩
な
催
し
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
写
真
は
昨
年
の
敬
老
会

青少年を非行から守る全国強調月間

社会を明るくする運動月間

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

　
万
引
き
や
恐
喝
事
件
の
増
加
、

覚
せ
い
剤
使
用
の
低
年
齢
化
、

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
の
多
発
な

ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

は
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来

の
社
会
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
・
非
行
防
止
に
は
、
家
庭

・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
と
少
年
補
導
委
員
会

で
は
こ
の
期
間
、
街
頭
補
導
活

動
を
強
化
し
た
り
、
社
会
環
境

浄
化
活
動
と
し
て
セ
ッ
ク
ス
コ

ミ
ッ
ク
本
な
ど
の
有
害
図
書
や

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー

ド
自
販
機
の
調
査
を
実
施
し
関

係
業
者
へ
の
協
力
を
要
請
し
た

り
し
ま
す
。

◆
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
（
折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
）

◆
内
容
式
典
と
催
し
（
プ
ロ

の
出
演
に
よ
る
演
芸
と
宇
治
市

少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
曾
唱
）

午
前
・
午
後
の
部
と
も
同
じ
内

容
で
す
。

◆
応
募
資
格
　
市
内
に
住
み
、

昭
和
元
年
９
月
1
6
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
９
月
1
5
日
現
在
、

満
7
0
歳
以
上
の
人
）
。
定
員
は

２
５
０
叉
。

◆
応
募
方
法
　
下
の
見
本
を
参

考
に
、
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
記
入
が
不
十
分
な

も
の
や
、
原
則
と
し
て
電
話
で

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

希
望
の
部
（
午
前
・
午
後
）
に
つ

　
ま
た
、
七
月
一
日
か
ら
始
ま

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
。
例
年
、
こ
の

時
期
に
青
少
年
の
非
行
防
止
と

更
生
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
運
動
期
間
に
合
わ
せ

て
次
の
取
り
組
み
坦
打
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
今
一
度
、
青
少
年

の
非
行
防
止
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□□匝]国[j]團
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宇
治
市
福
祉
部

　
　
長
寿
社
会
対
策
課

行

い
て
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

φ
応
募
期
間
　
７
月
１
日
間
～

9
9
一
日
間
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
記
念
品
贈
呈
　
参
加
者
に
は

会
場
で
記
念
品
と
し
て
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う
を
お
渡
し
し
ま
す
。

４
送
迎
　
例
年
ど
お
り
、
バ
ス

を
借
り
切
っ
て
専
用
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
専
用
バ
ス
の
停
留

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
発
車

時
刻
は
本
紙
９
月
Ｈ
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
社
会
対

策
渫
（
ａ
内
線
2
3
4
6
）

　
市
で
は
、
七
月
七
日
・
十
四

日
・
二
十
一
日
の
日
曜
日
を

「
大
掃
除
の
日
」
と
し
て
、
各

家
庭
で
の
大
掃
除
を
勧
め
て
い

ま
す
。
身
の
回
り
を
き
れ
い
に

し
て
、
快
適
な
夏
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

「
－
－
－
－
－
‐
－
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
－
ｊ

大
掃
除
の
ご
み
は

　
　
　

［

－
－
－
－
－
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
‐
―
‘
－
－
－

Ｌ

　
大
掃
除
で
出
た
ご
み
は
燃
え

る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
に
分

け
、
で
き
る
だ
け
小
さ
く
ま
と

山
、
、
頼
政
道
、
東
宇
治
高
校
、

木
幡
、
木
幡
山
手
町
、
甫
ポ
幡
、

病
院
前
、
黄
柴
駅
、
・
平
野
町

呈
永
病
院
前
）
、
蒐
道
高
校
、

隼
上
り
、
新
田
、
森
本
、
三
室

戸
（
府
道
）
、
明
星
町
一
丁
目
、

門
前

■
三
軒
家
方
面
三
軒
家
（
京

阪
バ
ス
停
）

■
目
川
方
面
　
目
川
、
い
ｔ
ｍ
原
、

（
京
阪
宇
治
交
通
バ
ス
停
）
、
槙

島
小
学
校
、
撰
島
、
中
研
前
、

宇
治
橋
西
詰
（
県
通
り
）
、
県

神
社

■
宇
治
方
面
　
宇
治
車
庫
、
京

阪
宇
治
、
宇
治
橋
西
詰
（
都
計

道
路
）
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
、
総
合

庁
舎
、
宇
治
市
役
所

回
名
木
方
面
　
名
木
、
緑
ケ
原
、

大
久
保
（
旧
国
道
）
、
伊
勢
田

（
旧
国
道
京
阪
バ
ス
停
）

め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
定
期
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
一
度
に
多
量
の
ご

み
を
出
し
ま
す
と
通
常
の
ご
み

収
集
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
日
を
ず
ら
せ
て
何
度
か
に

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
具
、
大
型
電
化
製

品
、
ベ
ッ
ド
な
ど
の
粗
大
ご
み

は
臨
時
ご
み
収
集
（
有
料
で
申

し
込
み
制
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

ｔ

敬老会参加申込書

住　　所

氏　名（ふりがな）

電話番号

生年月日　　　　　年齢

希望する部（犬　　）

※午前の部か午後の部か
　ｰ-　どちらかを記入

利用する交通機関

※専用バス､自家用車､その他

　--　のいずれかを記入

バス停留所名（　　　）

※市が運行する専用バスを

　利用する人だけ記入

■
浮
面
・
小
倉
方
面
浮
面
、

名
木
北
口
、
西
小
倉
、
北
山
住

宅
、
小
倉
住
宅
、
砂
田
、
南
遊

田
、
堀
池
、
近
鉄
小
倉
、
小
倉
、

蔭
山
、
宇
治
郵
便
局
、
ユ
ニ
チ

カ■
大
久
保
方
面
　
日
産
車
体
、

緑
ケ
原
口
、
近
鉄
大
久
保
、
Ｊ

Ｒ
新
田
駅
（
中
西
石
油
前
）
、

城
南
高
校
、
神
明
、
城
南
荘
、

１
１
１
－
－
1
1
1
1
1
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ

　
　
　
　
　
臨
時
ご
み
収
集

Γ
1
1
1
1
1
1
‐
１
‐
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L

　
臨
時
ご
み
収
集
は
引
っ
越
し

や
整
理
と
い
っ
た
普
段
の
生
活

以
外
で
出
た
ご
み
を
有
料
で
収

集
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
場
合
、
収
集
日
が
相
談

と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

収
集
の
十
日
前
ま
で
に
環
境
事

業
所
（
昔
内
線
3
0
0
5
）
へ

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
際
は
、
ご
み
を
玄
関
先

西
町
・
．

■
寺
山
台
方
面
大
久
保
小
学

校
、
寺
山
台
一
丁
目
、
宇
治
友

が
丘
（
東
町
）
、
小
根
尾
、
琵

琶
台
三
丁
目

■
志
津
川
方
面
志
津
川
（
竹

久
商
店
前
）
、
白
川
（
茶
研
入

口
）
■
笠
取
方
面
　
笠
取
小
前
、
称

名
寺
下

ま
で
出
し
、
立
ち
会
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
料
金

は
ご
み
の
体
積
で
決
ま
り
、
一

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
円
で

す
。
詳
し
く
は
環
境
事
業
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
七
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合

い
運
動
月
間
」
。
私
た
ち
が
病

気
や
け
が
で
血
液
が
必
要
に
な

っ
た
時
、
役
立
つ
の
が
献
血
で

す
。
献
血
は
尊
い
命
を
救
う
た

め
の
社
会
運
動
と
し
て
、
多
く

の
人
た
ち
の
善
意
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。第36回宇治川花火大会

花火観覧席・野外ステージショー　入場前売り券を発売

献
血
の
種
類

　
現
在
、
国
内
で
行
わ
れ
て
い

る
献
血
方
法
は
大
き
く
分
け
て

二
通
り
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

血
液
を
そ
の
ま
ま
献
血
し
て
い

た
だ
く
「
全
血
献
血
」
、
も
う

一
つ
は
、
血
液
の
構
成
成
分
で

あ
る
血
し
ょ
う
や
血
小
板
だ
け

を
い
た
だ
き
、
残
り
を
体
内
へ

返
す
「
成
分
献
血
」
で
す
。
全

血
献
血
に
は
二
百
ｄ
と
四
百
ｄ

の
二
種
類
が
あ
る
た
め
、
成
分

献
血
と
合
わ
せ
る
と
全
部
で
三

種
類
。
こ
の
中
か
ら
い
ず
れ
か

の
方
法
を
選
ん
で
、
献
血
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
0
0
㎡
献
血
・
成
分
献
血
に

ご
協
力
を

　
四
百
ｄ
献
血
・
成
分
献
血
は
、

患
者
に
と
っ
て
少
数
の
献
血
者

か
ら
の
血
液
で
済
む
た
め
、
輸

血
時
の
副
作
用
の
心
配
が
少
な

く
、
高
い
輸
血
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
分
献
血

は
回
復
が
遅
い
赤
血
球
な
ど
の

成
分
を
体
に
返
す
た
め
、
献
血

者
の
体
に
も
や
さ
し
い
献
血
で

す
。
献
血
は
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
。
健
康
な
皆
さ
ん
の
行
動

が
命
を
救
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
7
月
の
市
内
献
血
（
全
血
）

７
月
2
2
日
側
、
午
前
1
0
時
～
正

午
と
午
後
１
時
～
３
時
半
、
西

友
宇
治
店
（
近
鉄
小
倉
駅
前
）
。

日
程
は
、
本
紙
毎
月
１
日
号
の

４
面
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
献
血
ル
ー
ム
で
も
随

時
献
血
（
全
血
献
血
・
成
分
献

血
）
が
で
き
ま
す
。

＊
献
血
ル
ー
ム
四
条

▼
京
都
市
下
京
区
寺
町
四
条
下

ル
　
岡
本
鏡
店
ビ
ル
３
階
（
容

０
７
５
一
３
６
５
一
〇
３
８
８
）

▼
受
付
時
間
…
午
前
1
0
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
▼
定
休

日
：
土
曜
日
・
祝
日

＊
献
血
ル
ー
ム
伏
見
大
手
筋

▼
京
都
市
伏
見
区
大
手
筋
商
店

街
桃
山
ｓ
Ｋ
ビ
ル
２
階
（
ａ
ｏ

７
５
一
６
０
３
一
1
3
5
0
）
▼

受
付
時
間
…
午
前
1
0
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
▼
定
休
日
ぺ
・

土
曜
日
・
月
曜
日
・
祝
日

　
詳
し
く
は
、
保
健
予
防
課

（
容
内
線
2
2
6
2
）
へ
。

644

花火はスターマイン(源氏ろまんシリーズ)など

約30種類7000発を午後7

時半から打ち上げます。

と　き　8月10日(±)午後5時半～7時

　／　　(荒天順延)

ところ　府立宇治公園中の島

内　容　海老一染之助・染太郎(漫才)、

　　　　ブラジリアンカーニバルサン

　　　　。バショーほか

前売り料金　2,000円

発売所　観光センター、観光案内所(宇

　　　　治橋西詰・近鉄大久保駅構内)、

　　　　京都新聞文化センター、京阪交

　　　　通社各営業所

　問い合わせ　宇治市観光協会(S23－3334)

平成の宇治橋完

成記念

身
の
回
り
ス
ッ
キ
リ
快
適
な
夏

9
月
1
5
日
(
祝
)

文
化
セ
ン
タ
ー

は
が
き
で
申
し
込
み
を

専
用
バ
ス
停
留
所

■
東
宇
治
方
面
中
住
宅
、
御

蔵
山
、
西
住
宅
、
幼
稚
園
前
、

御
園
、
町
並
（
長
谷
川
珈
琲
館

前
）
、
御
蔵
山
参
道
、
東
御
蔵

献血は小さなボランティア

献血にご協力を

7月は

◆
小
中
学
生
の
標
語
の
入
選
作

品
の
発
表

◆
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

　
問
い
合
わ
せ
は
青
少
年
課

（
a
2
2
・
5
1
6
2
）
へ
。

7
月
7
日
・
1
4
日
・
2
1
日
は

大
掃
除
の
日

8/

10(土)
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福　祉

■身体障害者デイサービス

　　〈肢体障害者の集い〉f〉7月19

日倒、午前９時～午後４時半。総

合福祉会館集合C＞内容…学研都市

・奈良方面の美術館・施設見学

（昼食代1,500円は自己負担）［〉

対象…肢体不自由３・4 級の人［＞

定員;‥先着30人（初参加の人を優

先）[517月12日倒までに社会福

祉協議会（322-5650）。

■児童手当の手続きをお忘れなく

　児童手当は3歳未満の児童を養

育している人の申請に基づいて支

給されますが、支給の対象になる

のは申請のあった日の翌月からで

す（ただし、所得が一定以上ある

人には支給されません）。なお、

月末に転入あるいは児童が出生し

た人は、その日の翌日から15日以

内に福祉総務課へ申請してくださ

い。［団福祉総務課（容内線2307）。

■恩給欠格者と引き揚げ者の皆さ

　んへ

　今年度から、旧軍人等で年金恩

給などを受給していない、いわゆ

る恩給欠格者で、内地勤務だけで

あっても加算年を含む在職年が３

年以上の人に、内閣総理大臣の慰

籍の書状が贈呈されます。また、

終戦に伴い、本邦以外から引き揚

げてこられ昭和42年の特別交付金

を受給された人に、同様の書状を

贈呈しています。請求期限はいず

れも平成10年度末です。囲福祉総

務課(Q内線2303)。

講座・教室

■女性問題セミナー公開講座｢国

　際理解・交流のために｣

　水ぎょうざづくりを楽しみなが

ら、留学生や市内在住の外国人と

交流します。C〉7月２日脚、午後

１時半～４時。宇治公民館[＞費用

‥･200円　回女性政策室(a内線2

091)。

■城南地域職業訓練センター(a

　46－0688)

　圃同センター。

　　〈パソコン表計算初級ロータス〉

＞7月29日~8月19日の月・木曜、

午後６時半～9時。６回C＞参加費

…9000円。　くパソコンウィンドウ

ズW95版〉C〉7月29日～８月19日

の月・木曜、午後６時半~9時。

６回[〉参加費…9000円。　<パソコ

ンデータベース･アクセスW95)i5〉

＞7月31日～８月28日の水曜午後

６時半～９時、土曜午前９時半～

正午。６回C〉参加費…9CX)0円。

■消防設備士試験

　[＞8月25日(日)、関西文理学院

(京都市北区鞍馬口通烏丸東入ル)

圃7月３日伽～５日(匍に則消防試

験研究センター京都府支部(ao7

5-411-0095)へ。願書と講習会要

綱は市内各消防(分)署で配布中。

公民館・青少年センター

■小倉公民館(322-4687)

　　<食を考える講座・こども料理

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
失
業

や
病
気
・
事
故
な
ど
で
生
活
に

お
困
り
の
世
帯
に
、
生
活
資
金

を
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
貸
し
付
け
金
額
：
Ｌ
世
帯
1
0

万
円
以
内
（
夏
期
・
冬
期
合
計
）

▼
貸
し
付
け
条
件
・
：
無
利
子
・

無
担
保
。
返
済
は
4
ヵ
月
据
え

置
き
後
卯
一
ヵ
月
以
内
の
月
賦

▼
対
象
・
：
7
月
1
日
現
在
、
市

内
に
6
ヵ
月
以
上
の
住
民
登
録

か
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
収
入

が
生
活
保
護
基
準
の
1
.
8
倍

以
内
で
、
夏
期
ボ
ー
ナ
ス
が
な

い
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）
。
。
す
で
に

こ
の
資
金
を
借
り
て
い
る
世
帯

は
、
貸
付
額
の
半
額
以
上
を
返

済
し
て
い
る
こ
と
。

▼
申
し
込
み
・
：
７
月
‐
一
日
困
ま

で
に
地
区
の
民
生
委
員
に
相
談

の
う
え
、
申
込
書
に
住
民
票
謄

本
を
添
え
社
会
福
祉
協
議
会

（
昔
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
。

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

1996年（平成８年）７月１日発行　第1102号
iiiiiiiiiiiiniMiininiiniiiiiiiiiiiriiiininiiiiiiiiiMiiniiiiiiiiiniiMiiiiiiiMiniiitiiniiiiMiiiiiiniiiriniiiiiiiiiiiiiiiiiiitnrntiiiiiii

ゴルフ、ペタンクのルール説明と

実技囲市民体育課(■s内,i叙621)。

催　し

■京都の自然200選スタンプラリー

　　｢社寺林を訪ねて｣をテーマに、

白川の白山神社や下鴨神社礼の森

など｢京都の自然200 選｣に選ば

れた13ヵ所を回ります。[＞7月１

日俐～11月30日出に対象地を訪れ、

スタンプ帳にスタンプを押すか写

真をはる。７ヵ所以上を訪れた人

には、後日記念品を進呈します。

スタンプ帳は府環境企画課、各府

保健所・振興局・市で配布中　回

京都府環境企画課(S075-414-47

06)。

■子供向け地蔵盆巡回映画上映

　[〉８月17日出・18日(日)・24日倒･

25日(日)[＞上映時間帯…昼間＝相談

して決定。夜間＝午後７時～８時

か８時15分～９時15分　回フ月12

日倒までに生涯学習センター(a

22-0220)へ来館で。希望が多数の

場合は調整し、misできない場合

は抽選で決定します。なお、８月

12日側～29日困は16ミリ映写機と

フィルムの貸し出しはありません。

■ビデオシアター＆トーク

　スクリーンに映る女性の多様な

生き方を通して女性問題について

考えます。[＞7月16日出、午後１

時半～４時。南宇治コミュニティ

センターE〉内容…ビデオ｢カミー

ラ　あなたといた夏｣の上映、大

阪第七藷術劇場・松井寛子さんの

トーク[回女性政策室(s内線20

91)。車での来場はご遠慮くださ

い。

お知らせ

・明るい選挙啓発ポスター募集

　明るい選挙を推進する上で役立

つポスターを募集します。児童・

生徒の作品も歓迎。E〉規格…45紡

×30夢～55靭×40?='。色彩は自由

　圃ｲ乍品の裏面右下に氏名(ふり

がな)、年齢、性別、住所を記入。

合作の場合は家族・友人・グルー

プ・職場等の区分を明記し、制作

者の氏名(ふりがな)、年齢、性

別、住所を連記し代表者に○印を

付け、９月６日團までに市選挙管

理委員会(S20-8798)へ。応募者

全員に記念品、入選・佳作には賞

状・賞品を贈ります。

食中毒にご注意を

　食中毒にかからないよう、

食品を取り扱う時には、次

のことに注意しましょう。

①手指をせっけんでしっ

　がり洗う。器なども十

　分洗浄・消毒して使う

②まな板は使用後はしっ

　がり洗い、日光消毒を

③食品を保存・運搬する

　際は10°C以下で管理を

④加熱は十分に

⑤生水は飲まない

⑥調理した食品は早く食

　べる

圃保健予防IS

(a内線2261)

こ
と

　　横溝　　優ちゃん

　　H7.6.15生

／宇治半白

おたんじょう日おめでとう

優ちゃん！

％
フ年７月生まれのお子さん。10日

伽までに広報課(a内線2070)へ

　
市
で
は
、
ね
た
き
り
や
痴
呆

で
問
題
行
動
の
あ
る
お
年
寄
り

を
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
を
激
励
す
る
た
め
、
年
間
九

万
円
の
激
励
金
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
そ
の
対
象
と
な
る
の

は
、
七
月
一
日
現
在
、
次
の
要

件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
ね
た
き
り
の
状
態
か
痴
呆
な

ど
の
精
神
障
害
に
よ
る
問
題
行

痴
呆
性
老
人
の
介
護
者
に

　
激
励
金
を
支
給

在
宅
ね
た
き
り
老
人

7/15(月

)まで

教室｢夏休みを元気に過ごす献

立｣〉[＞7月26日圀、午前10時～

午後２時r＞内容…ハンバーグ・タ

ーメリックライス・あんにん豆腐

づくり[〉対象…小学４年生以上[＞

定員…先着25人圃同館へ電話か

来館で。

・大久保青少年センター(a44－

　7447)

　回チャレンジ広場とおはなし会

以外は同センター。

　　〈親子のびのび教室〉c〉7月５

日㈹＝｢砂と水で遊ぶ｣、９日吹)＝

｢楽器で遊ぶ｣。いずれも午前10時

～正午[＞対象…2～4歳の幼児と

その親[〉定員…先着20組[〉参加費

…200円。　　〈チャレンジ広場〉

E＞フ月13日出○午前９時~10時＝

体操教室｢リズムダンスやトラン

ポリン｣○午前９時～正午＝①手

づくり教室｢うちわづくり｣②ス

ポーツ広場｢一輪車やバドミント

ンをしよう｣[＞対象･‥小学生。

　〈親子天文教室〉c＞フ月19日倒、

午後７時半g時半(雨天時は20

日例)＼＞内容…夏の星座の観察と

話[＞対象…小学３年～中学生とそ

の親[〉定員…先着50人。　<夏休み

笠取山の生活教室〉E〉7月26日團、

午前９時～午後４時(雨天時は29

日囲)。西笠取農場ほか[＞内容…

農業体験と川辺の遊び[＞対象…小

学生と保護者c〉定員…先着35人E〉

持ち物…昼食。　く夏休み木工教

室｢動く車づくり｣〉[〉７月30日

吹]、午前９時～正午[＞対象･･･小学

３年生以上c＞定員…先着20人卜持

ち物…筆記具[〉参加費…200円。

　　〈おはなし会〉[＞7月10日出、

午後３時半～４時[〉対象…幼児～

小学校低学年[〉内容‥･絵本の読み

聞かせ、紙芝居など。

スポーツ

■重点普及スポーツ

　t＞7月７日(日)、午前10時～正午。

大久保小学校[〉内容…グラウンド

　
市
営
住
宅
（
空
き
家
）
の
入
・

居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　
〈
募
集
住
宅
〉

○
五
ヶ
庄
野
添
市
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
第
２
種
＝
上
戸

市営住宅

▽
家
賃
　
３
万
3
5
0
0
円

○
五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
第
２
種
＝
上
戸

▽
家
賃
　
２
万
9
7
0
0
円

○
横
島
吹
前
市
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
第
１
種
＝
４
戸

　
　
　
　
　
　
第
２
種
＝
上
戸

▽
家
賃
　
１
万
７
０
０
円
～
２

万
8
4
0
0
円
（
そ
の
他
に
共

益
費
が
必
要
）

　
〈
入
居
時
期
〉

　
８
月
中
（
改
修
工
事
後
）

　
〈
応
募
資
格
〉

　
①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
市

　
内
在
住
の
人

　
②
同
居
親
族
ま
た
は
、
同
居

　
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁

　
関
係
や
婚
約
者
を
含
む
）
が

　
あ
る
こ
と
　
　
　
　
’
・

　
③
市
内
在
住
の
２
人
の
連
帯

　
保
証
人
が
あ
る
こ
と
（
入
居

　
時
に
必
要
）

　
④
基
準
収
入
額
（
同
居
親
族

　
数
な
ど
で
異
な
る
）
が
、
第

歯周病の早期発見に

成人歯科健康診査

　
歯
槽
膿
漏
を
は
じ
め
と
す
る
歯
周

病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
健
診

で
す
。

　
▼
と
き
・
：
７
月
４
日
～
８
月
2
9
日

の
木
曜
（
８
月
1
5
日
を
除
く
）
と
、

９
月
５
日
～
1
0
月
3
1
日
の
火
・
木
曜

（
1
0
月
1
0
日
・
2
9
日
を
除
く
）
。
午
後

Ｌ
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
…
満
2
0
歳
以

上
の
人
▼
内
容
・
：
歯
と
歯
周
組
織
の

診
察
、
歯
の
磨
き
方
指
導
▼
費
用
…

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
健
康
医
療
課

（
公
内
線
2
3
3
3
）
へ
電
話
で
。

　
市
で
は
友
好
都
市
、
カ
ナ
ダ

の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
派
遣
す

る
友
好
都
市
訪
問
団
の
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
両
市
は
、
一
九
九
〇
年
七
月

に
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
、

文
化
・
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
交
流
を
深
め
、
こ
れ
ま
で

約
五
百
人
以
上
の
市
民
が
訪
問

し
て
い
ま
す
。
三
年
ぶ
り
の
派

遣
と
な
る
今
回
は
、
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
民
と
の
交
流
の
ほ
か
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
の
体
育
大
会
の
観
戦
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
日
程
　
９
月
４
日
㈲
～
1
3
日

倒
一

◆
対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
の

人◆
定
員
　
先
着
1
5
人

◆
参
加
費
　
3
1
万
7
0
0
0
円

◆
申
し
込
み
　
７
月
1
0
日
吻
ま

で
に
秘
書
課
（
丹
一
内
線
2
0
5

8
）
へ
（
電
話
可
）
。
た
だ
し
、

申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
は
規

定
の
取
り
消
し
料
が
必
要
で
す
。

友
好
都
市
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

　
訪
問
団
員
を
募
集

１
種
ま
た
は
第
２
種
基
準
で

あ
る
こ
と

〈
募
集
案
内
書
の
配
布
〉

　
７
月
１
日
向
か
ら
住
宅
課
で

〈
受
け
付
け
〉

　
７
月
８
日
間
～
1
2
日
面
に
住

宅
課
へ
持
参
で
（
郵
送
不
可
）

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
住
宅
課
（
昔
内
線
2
3
9
1
）

動
の
あ
る
状
態
が
６
ヵ
月
以
上

続
い
て
い
る
満
6
5
歳
以
上
の
宇

治
市
在
住
の
お
年
寄
り
を
家
庭

で
介
護
し
て
い
る
人
（
お
年
寄

り
も
介
護
者
も
京
都
府
内
に
６

ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
人
に

限
る
）
。

②
介
護
を
受
け
て
い
る
お
年
寄

り
の
配
偶
者
か
３
親
等
以
内
の

親
族
（
父
母
・
子
・
孫
・
兄
弟

姉
妹
・
お
じ
・
お
ば
・
お
い
・

め
い
と
こ
れ
ら
の
人
の
配
偶
者

な
ど
）

③
介
護
を
受
け
て
い
る
お
年
寄

り
と
同
居
し
て
い
る
か
、
常
時

通
っ
て
直
接
介
護
し
て
い
る
人

　
該
当
す
る
人
は
七
月
十
五
日

面
ま
で
に
長
寿
社
会
対
策
課
へ

申
請
を
。
詳
し
く
は
同
課
（
昔

内
線
2
3
4
7
）
か
最
寄
り
の

民
生
委
員
に
問
い
合
わ
せ
を
。

情報

B0X

空き

家入居者募集
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■社会保険相談所　17日出＝小倉公民館、

　午後１時半～４時。年金・健康保険な

　ど。回国民年金課(s内線2309)。

■暴力にかかわる困りごと相談　１日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。回京都府

　暴力追放運動推進センターaO75－451

　－8930．

　市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは８年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

あんな

　「夢見つつ深く植えよ」メイ・サートン著

／みすず書房

　1960年代、ニューイングランドの片田舎に

築100年という荒れた家

を買い、一人暮らしを始

めた著者。家探しから個

性的な人々との出会いま

で、後年、彼女の大きな

テーマとなる「孤独」に

ついて思索した自伝的エ

ッセーです。

　　「私の英国物語」講談社編／講談社

　英国からウェッジウッドの美しい陶器をイ

メージする人は多い。でも意外とその創始者

や歴史については知られていない。この本は、

イギリスとウェッジウッドの文化史を、陶器

を巡る世界のエピソードや英国通作家のエッ

セイを織り混ぜて紹介する楽しい一冊。

☆「自然遊び12か月」鍋田吉郎構成・文／な

がたはるみ絵／小学館

　もうすぐ夏休み。かぶと虫採集やトンボ捕

りの伝統技、魚の手づかみや天体観測術など、

各分野のスペシャリスト直伝の野遊び術を紹

介する本。

☆「ネズミなんていないでしょう？」バーナー

ド・ウェーバー作／ながたきやふきこ訳／あ

かね書房

　　「このホテル・エッヘンにネズミ？とんで

もない。どこにいるって言うんです？」ホテ

ルの人々は口をそろえていますが…ホラ、あ

なたのそばにいるのは、ひょっとしてネズミ

では？…場面ごとのネズミの表情が愉快です。

☆「いっしょにつくろう一絵本の世界をひろ

げる手づくりおもちゃー」高田千鶴子・酒本

美登里・小林義純制作／村田まり子絵／襄昭

写真／福音館書店

　糸や針を使っての人

形づくり、ダンボール

や厚紙を使った手づく

りおもちゃに初めて挑

戦しようという人に最

適の本。

25
日
Ⅲ

24
日伽

23
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日
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日
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日
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５
日
面

４
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３
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駐
車
時間

北
槙
島
小
学
校

j

li

平

盛

小

学

校

西
大
久
保
小
学
校

旦

椋
公
会

堂
前

伊
勢
田
小
学
校

大
久
保
小
学
校

日

産
開
ア
パ

１
ト

東
側

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

汚
水
処
理
場
横

妾

川ズ

輦

場

警

－
－一
室
一
戸
団

笑

；

中Ｗ

門

南
陵
第
一
一
児

童
公

園

横

島

小

学

校

南
小

倉
小

学
校

北
小

倉
小

学
校

御
蔵
山
小

学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

岡

屋

小

学

校

ミ

§

宅

平

尾
台
第
一

児
童
公

園

駐
車
場
所

おはな

し会

■中　央　　27日倒

■東宇治　　　24日南

　　　　　　　　　いずれも午後3時半~4時

子供から大人まで。主にストーリーテリング

646

７匹こ～ご了てご

　
こ
こ
は
約
千
五
百
年
前
の
五
ヶ
庄
大

林
、
二
子
塚
古
墳
の
築
造
現
場
で
す
。

今
は
古
墳
の
表
面
に
彭
く
石
を
宇
治
川

を
超
え
ま
す
。
六
世
紀
の
古
墳
と
し
て

は
京
都
府
下
最
大
の
も
の
で
す
。
こ
れ

だ
け
の
古
墳
を
造
る
に
は
、
延
べ
何
万

人
も
の
人
々
が
駆
り
出
さ
れ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
継
体
天
皇
の
治
世
は
内

乱
の
多
い
、
不
安
定
な
時
代
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
か
ら
出

土
し
た
埴
輪
等
か
ら
不
安
定
な
政
権
を

支
え
た
重
要
な
人
物
の
墓
で
あ
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
今
に
残
る
古
墳
か
ら
、
埋
葬
さ
れ
た

華
や
か
な
人
物
の
姿
だ
け
で
な
く
、
絵

に
あ
る
よ
う
な
名
も
無
い
多
く
の
人
々

の
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

墳
で
す
。
古
墳
の
全
長
は
百
二
十
び
で
、

二
重
の
周
濠
部
分
を
含
め
る
と
二
百
び

－二子塚古墳－

か
ら
運
ぶ
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
人
々

に
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
強
制
的
に

連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
が
多
い
の
で
し
ょ

　
二
子
塚
古
墳
は
、
六
世
紀
初
め
の
継

体
天
皇
の
時
代
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円

六地蔵・木幡・五ヶ庄・莵道・炭山・

笠取 皿龍顔
小倉・伊勢田・槇島・羽拍子・安田

7/10､8/1
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、

芝ノ東（J R以西）
7/10､8/1

南浦(28～33、80～98、100～110)、大京団地、

蓮池

7/11､8/2

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(JR以西)、

新開(J R以西)、平野(j R以西)、
折坂(j R以西、門前、池山、岡谷、只川、

菟道河原、荒棋(J R以東)、田中(jR以東)、

妙見

宇治・神明・開・広野・大久保・白川・志津川 7/11､8/2 山際

7/12､8/5
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、
西浦　.･♂j､、｀j･｀･　「・」　　｀･」占、｀｀･　・　　」･｀ ■♂、ｊ｀｀｀　　｀ぺ卜匹……i:in:Jji。十由nB.紺鴎ごrf十鉢2.-<-/7･/I? . r*n 111 . とdT きま｀111･･･二･

丿………-J-?P.T町V1 l叩法舛3:J'図と＼／＼,|否浦=Jり|／liv丿干^l

7/16､8/6
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、

西山(府道以東)、中畑、西畑
7/11､8/2 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

7/12､8/5
福角(J R以西)、日皆田、岡本、上村、

大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

7/16､8/6 乙方、山本、蔭山
7/17 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

7/22

戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(J R以北)、
丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(JR以西)、

東裏(JR以西と府道以南)、西哀、田原、

旦椋、井ノ尻、北ノ山

7/18

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、

南遊田、遊田、砂田、毛語一部､中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町7/16､8/6

荒棋(j R以西)､田中(J R以西)､大垣内、

谷下り、出口、森本､中筋､大谷､東中、西中、

薮里、段ノ上、東隼上り、西隼上り 7/19 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

7/1・23

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(JR以西)、

茶屋裏、久保(jR以西)、上ノ山、山ノ内、

大竹、南ノロ、平盛

7/17
折坂(J R以東)、平野(J R以東)、

福角(j R以東)、一番割､二番割 7/22

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、
若林一部

7/18
南端(J R以東).五ヶ庄西浦(J R以東)、
新開(J R以東)、笠取、池尾

7/2・24

弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(JR以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一部、

寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4番地)、

中島、久保(J R以東)

7/1・23 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

7/19 南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東(JR以東)、三番割
7/3・25

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以西)、

中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(Ｏの通り～２の通り)
7/22 南山(Ｂ)、南山畑、中村(JR以東)

7/1・23

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(J R以東)、正中(J R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠、桧尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(J R以東)、炭山

7/3・25
一里山(府道以北)、桐生谷(JR以東)、
東裏(j R以東の府道以北)、開町

7/4・26 南落合(３の通り～13の通り)

7/5・29
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)
7/4・26 宮東、宮西、宮北

7/5・29
大谷、野神一部、小根尾、大開、

尖山一部(2番地･ 6番地)
7/8・30

中川原(大川原線以東)､十一(大川原線以東・

国道以東)．十六(国道以東)、十八(国道以東)、

吹前(市営住宅除く)、

7/8・30

野神、大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(JR以南)､若森(^R以南)、
米阪、天神、金井戸、白川

7/8・3Q

六地蔵(J R以西・以南の全域)、

陣ノ内(JR以西)､正中(JR以西)､木幡河原、

北島､東中(J R以西)、西中、大瀬戸(JR以

西)、内畑、熊小路、中村(JR以西)、

木幡西浦、南端(jR以西)、壇ノ東

7/9・31 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。7/9・31
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(JRiil南)、

蓮華、塔川、宇文字
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図館
保健・衛生・相談

献血

-

●22日(月)、午前10時～正午、午後１時～

　3時半、西友宇治店。

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時~10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　毎週月曜～金曜､‘

　午前９時～午後５時、青少年問題の悩

　みなどお気軽に。昔24－0800．

・青少年相談　22日(月)､午後１時～４時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半~3

　時半、定員は１回につき先着10人。社

　会福祉協議会S23－0857へ電話予約を。

　受け付け順に相談日・時間を決めます。

‐京都府交通事故相談　３日伽･17日(水)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。a21-2049．

こんな 本

■中　央　10日國

■東宇治　10日南

　　　　　　　いずれも午後3時半~4fi

３歳以上の子供。読み聞かせ、紙芝居ほか

おはなし

たまてば

こ

発掘

ものがたり

7月のし尿収集

日程
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